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■条件

首都直下地震（都心南部直下地震）

M7.3 震度6強および７（江東区内） 夕方18時

■被災想定

江東区内の全建物棟数（木造、非木造）

５１,０２４棟のうち

全 壊 ６,６００棟

半 壊 ７,７５６棟

計 １４,３５６棟
※その他：地震火災（焼失）３,１００棟

に被害が出ることを想定

【「首都直下地震等による東京の被害想定（令和４年５月２５日東京都防災会議公表）

東京都地域防災計画 震災編（令和５年修正）」より抜粋】

１.被災想定（令和４年５⽉公表）
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２.参集 ２-1. 参集要請・自主参集

震度５強の場合… 震度６弱以上の場合…

判定実施が決定した場合、

区から電話またはメール
にて参集要請を⾏います。

判定業務を⾏っていただき

ますので、自主参集をお願
いします。

※震度５弱以下でも参集要請を⾏う場合があります。
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■参集の例（１１月１日発災の場合）

発災日の翌日を起算日（1日目）として３日目に参集

判定業務に従事していただける場合、

家族・勤務先の被災状況及び自己の健康状態を考慮し、

家族・勤務先とよく相談してから参集してください。

１日目
（翌日）

２日目 ３日目
（参集日）１１⽉１日

１１月２日 １１月３日 １１月４日

２.参集 ２-2. 参集日

11月5日以降も参集可ですが、なるべく11月4日に参集ください
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発災日の翌日を起算日とし、

2日後の10時～10時30分

を目安に判定実施本部

（庁舎５階入札室）に参集

をお願いします。

２.参集 ２-3. 参集時間・場所
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■判定実施計画
判定人数：２名１チーム
判定実施期間：約１０日間（１チーム原則３日間）
判定棟数：約２０棟／１日

■判定対象施設及び建築物
９階建て以下の住宅（戸建て住宅、共同住宅、併用住宅）

※住宅以外の建築物、特殊構造建築物（１０階建て以上の高層建
築物及び大スパン構造等）は対象外。公共建築物は区が対応。

3.応急危険度判定(準備編) 3-1. 計画と対象
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■服装
作業に支障のない服装（作業服など）

歩きやすい靴（運動靴など）

■持ち物
最低限必須：判定員登録証・判定マニュアル・ヘルメット・筆記用具

あるとよい：コンベックス・軍手・ナップザック・携帯電話

下げ振り・バインダー・ハンマー(打診器)

必要に応じて持参：水筒・雨具・防寒具・健康保険証・常備薬・

マスク・カメラ・コンパス（方位磁針）

区が用意：腕章・判定調査表・判定ステッカー

■昼食
昼食及び飲み物は持参してください（※判定活動は通常日帰り）

3.応急危険度判定(準備編) 3-2. 服装と持ち物

8 江東区被災建築物応急危険度判定について（判定員向け説明資料）



ヘルメット

腕章
（区が配布）

判定に支障のない服
（作業服など）

ナップザック

軍手

バインダー

歩きやすい靴
（運動靴など）

Koto

江東区

Koto Koto

3.応急危険度判定(準備編) 3-2. 服装と持ち物

■服装・持ち物（イメージ図） ■その他の持ち物

＜区が配布＞
・判定調査表、判定ステッカー

＜最低限必要なもの＞
・判定登録証
・判定マニュアル
・筆記用具

＜あったほうがよいもの＞
・下げ振り
・ハンマー（打診器）
・コンベックス（スケール）
・携帯電話（スマートフォン）

＜必要に応じて用意するもの＞

・水筒（水分補給用）

・雨具、防寒具

・健康保険証、常備薬、マスク

・カメラ

・コンパス（方位磁針）
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3.応急危険度判定(準備編) 3-3. 判定調査表

判定調査表
（木造）

判定調査表
（鉄骨造）

判定調査表
（RC・SRC造）

被災建築物応急危険度判定マニュアル
（調査法、調査表記⼊例など参考）判定調査表は区が用意し、当日判定員にお渡しします。
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3.応急危険度判定(準備編) 3-4. 住宅地図と判定区域地図

・住宅地図は、判定員コーディネーターから各チームに渡されます。
・調査員は、判定調査の際、判定調査表に以下を記入します。
「建築物名称(●●)」（地図に記載の名称）
「住宅地図整理番号(36-H1)」（地図頁-位置記号・数字）
「建築物所在地(▲▲3-2-12)」（住居表示）

●●

●●

▲▲

（住所：▲▲３丁目付近）

建築物名称
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3.応急危険度判定(準備編) 3-4. 住宅地図と判定区域地図

12

■判定区域地図（例）
■

判
定

区
域

地
図

（
例

）

東京都江東区北砂3-2-13付近

803004

建物番号「31799-1」となる

整理番号「36-803004」となる
※「住宅地図」-「判定区域番号」

応急危険度判定エリアNo：803004
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■調査内容

１. 隣接建築物・周辺地盤の破壊による危険、

構造躯体の不同沈下、基礎・壁の被害、

建築物の傾斜（１階）、腐食・蟻害の有無

２. 落下危険物・転倒危険物、瓦、

窓枠・窓ガラス、外装材、看板、屋外階段

4.応急危険度判定(実施編) 4-1. 調査内容
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■判定方法（木造）

全ての物件について
外観調査を行う

【１一見して危険と判定される】

に該当する場合は、総合判定へ

「危険」と判定し、終了

4.応急危険度判定(実施編) 4-2. 判定方法
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■判定方法（木造）

⼀⾒して危険と判定される場合
以外は、判定調査表における
【２ 隣接建築物・周辺地盤等

及び構造躯体に関する危険度】
【３ 落下危険物・転倒危険物に

関する危険度】
の調査結果の内、危険度の
大きい方を選び、総合判定へ

4.応急危険度判定(実施編) 4-2. 判定方法

15 江東区被災建築物応急危険度判定について（判定員向け説明資料）



■判定方法（木造）

危険度の判定結果によって
内観調査を⾏う

Ａランク … 原則として
内観調査を⾏う

Ｂランク … 必要に応じて
内観調査を⾏う

Ｃランク … 必要なし

4.応急危険度判定(実施編) 4-2. 判定方法
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■判定方法（木造）

判定結果から総合判定を⾏う

全ての調査結果から総合判定を
決定し、対象物件に判定ステッ
カーを貼る

※コメントは判定ステッカーの
注記と同じにする

4.応急危険度判定(実施編) 4-2. 判定方法
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■判定事例（木造）
⼀⾒して危険と判定される建物

4.応急危険度判定(実施編) 4-3. 判定事例
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4.応急危険度判定(実施編) 4-3. 判定事例

■判定事例（木造）
⼀⾒して危険と判定される建物
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4.応急危険度判定(実施編) 4-3. 判定事例

■判定事例（木造）
調査２及び調査３の判定を⾏う建物
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4.応急危険度判定(実施編) 4-3. 判定事例

■判定事例（木造）
調査２及び調査３の判定を⾏う建物
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■判定事例（木造）
調査２及び調査３の判定を⾏う建物

4.応急危険度判定(実施編) 4-3. 判定事例
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■判定ステッカー

建築物の所有者、使用者及び
第三者に危険を知らせる事を
目的として掲示を⾏います。

※判定作業に対し住⺠や通⾏⼈か
ら質問があった場合は、右に示す
パンフレットを配布します。

4.応急危険度判定(実施編) 4-4. 判定ステッカー
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■判定ステッカー(貼付場所)

【建築物】
出入口の目⽴つ場所に掲示

【落下物、転倒物の危険】
危険個所付近の目⽴つ場
所に掲示

※ガムテープにて貼付け

4.応急危険度判定(実施編) 4-4. 判定ステッカー
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■注記欄の記⼊例

・隣接建築物が倒れ込む危険があります。
・擁壁が倒壊し建築物が倒壊する恐れがあり
危険です。
・構造躯体である１階の柱が大きな損傷を受
けており危険です。
・建築物の基礎構造の破壊により建築物全体
が沈下しており要注意です。
・屋外看板が落ちかけており危険があります。

※⽴ち⼊り注意の範囲、ブロック塀等、
特に安全上、注意の必要な場合も記⼊する。

判定結果記⼊表

4.応急危険度判定(実施編) 4-4. 判定ステッカー
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震 度 ５ 強 以 上 の 地 震 が 発 ⽣

震 度 ５ 強 参 集 要 請 震 度 ６ 弱 自 主 参 集

庁 舎 ５ 階 入 札 室 で 受 付

判 定 業 務

判 定 結 果 の ま と め と 報 告

１ 日 の 判 定 業 務 の 終 了

判定コーディネーター
に従い

２人１組になって判定

調査票を判定
コーディネー
ターに提出

１日２０棟前後
の判定を目安

10時〜10時半
までに参集電話・メール

にて
参集要請

５.まとめ（応急危険度判定業務の流れ）
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